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都市における生活の質（QOL)向上のため、樹木の持つ生態系保全・ヒートアイランド

対策・アメニティ提供といった多面的な効果の活用が期待されている。しかしながら、樹
木の設置には植樹のための初期コストや剪定・潅水といった維持管理コストを要するた
め、必要最小限の樹木により最大限の効果を得られるよう配置することが重要となる。 
そこで本研究では、樹木の効果を定量化する数値解析と最適化アルゴリズムとの連携

により樹木の配置を最適化し、その結果をランドスケープデザインに活用する手法を提
案する。提案手法の具体的な適用事例として、ビオトープの水生生物の生育環境の改善の
ために周囲の樹木配置を最適化した事例を紹介する。 

 


